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大野照好

開聞岳(922.2m)は薩摩半島東南端に位置し，海岸から屹立する急峻な山である。したがっ

て低山地植生から高山地植生へ連なる垂直的推移をみることができる。低山地帯は海岸の風衝

硬葉低木群落に続いてタブ・アラカシ群落となっている。山腹部一帯のスダジイ群落の多くは

クロマツの植林群落となっており，スダジイ群落は山腹下部では断片的に残存しているにすぎ

ない。山腹上部にはアカガシ群落が発達し，山頂帯は山頂性の風衝低木群落となっている。

1．海岸低山地帯

海岸地帯は開聞岳噴出の溶岩が海に流入する岩崖地となっており，ポタンボウフウやホソバ

ワダン，ススキなどを主な群落構成種とする海岸断崖地草原植生に属するホソバワダンーボタ

ンポウフウ群集が発達している。

ホソバワダンーボタンボウフウ群集に接する内陸側の斜面や平坦地にはシヤリンバイ，ハマ

ヒサカキ，トベラ，シャシャンボ，クロキなどによって構成される海岸風衝低木群落が発達し

ている。緩傾斜地や平坦地では防風防潮の目的でクロマツが植林されてクロマツーハマヒサカ

キ優占群落やクロマツートベラ優占群落などとなっている群落が多い。これらのクロマツを高

木層にもつ群落も種組成上からはシャリンバイ，ハマヒサカキ，トベラ，マルバグミ，マサキ

などによって構成されるマサキートベラ群集にまとめられる海洋風衝低木群落に属する群落で

ある。花瀬一帯のマサキートベラ群集内にはキイレツチトリモチの自生も見られる。

鹿児島の海岸風衝低木群落には薩摩半島西海岸や甑島，大隅半島東海岸などに発達するトベ

ラーウバメガシ群集，大隅半島西海岸に発達するマルバニッケイ群落およびオニヤブソテツー

ハマビワ群落などがある。

海岸風衝低木群落に続く低山地帯の自然植生は人為的に破壊されて耕作地や植林地として利

用されたり，二次林となっているところが多く，自然植生のまま残存している林分は局部的に

断片的に見られるにすぎない。現存する断片的な植生や二次林の組成は高木層や亜高木層はタ

ブノキ，ヤブニッケイ，ホルトノキ，バクチノキ，ショウベンノキ，ハマビワなどが優占し，

低木層にはイズセンリョウ（シマイズセンリョウ)，マンリョウ，センリョウ，ハクサンボク，

ネズミモチ，ハマビワ，アオキなどの優占度が高く，草本層はイシカグマ，オオイワヒトデ，

カツモウイノデ，コバノカナワラビ，オソバカナワラビ，アオノクマタケラン，ノシラン，フ

ウトウカズラなどが優占している。したがって，バクチノキ，ショウベンノキ，ノシラン，ア

オノクマタケラン，モクタチバナを標微種とするムサシアブミータブ群集に包含される群落帯

である。しかし，大部分はクロマツの植林地となっている。クスノキの植林地も点在している。

立地の大部分が軽石層で覆われており，絶えず崩落や移動を繰り返しているのでそのような立

地に発達するアラカシやナナメノキを主とする二次林のアラカシ群落が発達している。このよ

うな群落の構成は単純で，高木層はアラカシやナナメノキの他にタブノキ，ヤブニッケイなど
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が混生している。また，ハゼノキやカラスザンショウ，ムラサキシキブ，アカメガシワ，サル

トリイバラなどの夏緑広葉樹が優占的に見られる。草本層はノシランやフウトウカズラ，コゴ

メスゲなどが優占している。

2．中腹部地帯

海抜およそ450m附近まではスダジイ群落となっている。このスダジイ林は群落を構成する

種数も少なく単純な構造をしており，スダジイなど高木層を構成する樹木の大径木が少なく，

二次林的な特徴を示している林分が多い。これは過去において多少とも人為的干渉を受けてい

るということと，軽石層の上に成立していること，急傾斜地で乾燥・貧栄養地であることなど

に起因するものであろう。群落はミミズバイ，オガタマノキ，ヤマビワ，ヤマモモ，ミサオノ

キ，ルリミノキ，イチイガシを標微種とするミミズバイースダジイ群集に包含されるものであ

る。

スダジイ群落の発達する山体中腹部では山麓部とともに植林されたクロマツ群落によって多

くの面積を占められている。戦中戦後の植林によるものだろう。クロマツ林の亜高木層や低木

層にはスダジイ，タブノキ，ハクサンボク，ショウベンノキ，ヤブツバキ，ネズミモチ，ミミ

ズバイ，ヒサカキ，イズセンリョウなどスダジイ群落の主要構成種が優占的に生育しており，

やがてはミミズバイースダジイ群集に発達することが予想される。

海抜およそ500m附近にはアカガシ群落が発達している。内陸部ではスダジイ群落の上部に

イスノキーウラジロガシ群落，その上部にシキミーモミ群集と垂平的に植生が分布している。

アカガシ群落はイスノキーウラジロガシ群集帯とシキミーモミ群集帯の接点附近に部分的に発

達していることが多い。開聞岳においては海洋に接して屹立する独立峰という制約のもとにイ

スノキーウラジロガシ群集帯が圧縮されてアカガシの優占する群落が発達したものと考えられ

る。すなわち，霧島山などにおいては海抜500～800mの範囲にイスノキーウラジロガシ群集が

発達し，その上部に接してシキミーモミ群集（アカガシ群落を含む）が発達するのが普通であ

る。この群落は高木層にイスノキ，モミ，シキミを欠いてウラジロガシやサカキを混生し，下

層にアオキ，ミヤマシキミの混生するミヤマシキミーアカガシ群集である。しかも開聞岳にお

いてはアカガシ群落に続く上部に高木林群落は発達せず，風街低木林となっている。

アカガシ群落が発達している海抜約500m以上の高地や南側に面する斜面一帯は強い海上か

らの風の影響でシヤリンバイ，ヒサカキ，モッコク，イヌツゲ，ネズミモチ，マルバサツキな

どを主とする風衝低木群落が発達している。

3．山頂部

海抜約500m附近から発達している風衝低木群落は山頂帯まで続いている。海抜約800m附近

になると，樹木の幹や枝，葉上にもコケが着生してモスホレスト（コケ森林）の様相を示して

くる。内陸部においては海抜1000～1100mあたりが雲霧帯でモスホレストとなっているところ

が多いが，開聞岳では海風の影響で雲霧帯が800mあたりに下降しているためである。

山頂部火口跡の凹地は低木群落が発達し，モスホレストを形成している。低木群落の構成種

で主なものはヒメユズリハ，ヒサカキ，イヌツゲ，クロバイ，シキミ，サカキなどで，樹幹と

いわず枝といわず葉といわずコケ類が密生して垂れ下がっている。

山頂附近の岩隙地にはオサシダの群落が発達しており，県下では数少ない産地の1つである。

また，ダイモンジソウや南方系のヒメウラボシも貴重な産地の1つとなっている。コゴメイワ
ガサは薩摩半島南部の特産種である。
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植生調査結果

植生基本調査表

開聞岳山麓一周道路沿いの緩やかな斜面で高木層はア

ラカシを中心に，ヤマモモ，カゴノキ，ヤマザクラ等で

構成され，亜高木層はモッコク，ヒメユズリハ，ネズミ

モチ等の優占度が高い。低木層はシヤリンバイ，アラカ

シ，モッコク，ハクサンボク等で，下草にはコゴメスゲ，

ヤブコウジ，ササクサ，シュンラン等が見られるが，群

度は小さい。

/I

汐剛翻
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群落名

調査地

アラカシ群落

開聞町開聞岳開聞崎近く一周道路上

海抜90m
－

方位SE
個斜10

調査日 平成5年10月26日 調査者 大野照好，立久井昭雄

山頂部ア識蕊灘
尾根部イ平面

中腹部ウ凸地

沢部エ凹地

谷部オ台地

犠灘灘力扇状地

１
２
３
４
５
６

風当強溌弱

土壌ポド性,議瀧
赤，黄，黄褐色，アンド

グライ，擬ﾗｲ，沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿乾,蕊,湿,過湿
階層構造高さ植被率

B1高木層15m90%

B2亜高木層

S低木層

K 草

6m 50％

1.5m 20％

本層 0.5m 5％

備考

調査面積20m×20m

B 1

種 名

被
度
群
度

B 2

種 名
■
Ｉ
■
１
０
■
Ⅱ
■
■

被
度
群
度

S

種 名

被
度
群
度

K
｜

｜
’

種 名

｜

｜
’ 被
度
群
度

1 ン力ラア
｜
｜
’
4
｜
｜
’
4 モッコク

１
１
１
2
１
１
１
2 シャリンバイ

－
１
１
2
－
１
１
2 ヤブニッケイ

－
１
１
＋
ｒ
ｌ
Ｌ
2

2 ヤマモモ 2 2 ヒメユズリハ
■
■
』
０
■
９
口
Ⅱ
！
■

2
８
Ｆ
■
Ⅱ
０
日
Ⅱ
Ｉ
■

2 ア ラカシ
■
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■

1
■
■
■
■
Ⅱ
■
凸
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
■

2 マ メヅタ
■
甲
▲
日
日
■
凸
■
■
９
■

十

■
■
■
■
■
。
１
日
９
■

2

3 カゴノキ
－
１
１
2
｜

｜
’
2 ネズミモチ

｜
｜
’
1
l
l
l
1 モッコク

１
１
１
1
－
１
１
2 コゴメスゲ

１
１
１
＋
Ｉ
‐
Ｉ
2

4 ヤマザク ラ
■
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
Ｆ

2
■
■
一
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

2 ク チナシ 1 1 ハクサンポク
■
ｑ
６
Ｂ
０
■
Ⅱ
■
■

1
日
守
▲
■
Ⅲ
■
０
０
９
■

1 ク ロキ
８
Ｆ
０
日
８
０
Ⅱ
０
■

＋

日
■
１
日
Ⅱ
Ｉ
日
日
■

5 ホルトノキ
－
１
１
2
－
１
１
2 シャリンバイ

－
－
１
1
－
１
１
1 タイミンタチバナ

１
１
１
1
１
１
１
トキワカモメヅル

１
１
１
＋
｜

｜
’

6 クスノキ
、
■
■
Ⅱ
Ｕ
日
日
０
■

1
Ｄ
ｐ
０
Ⅱ
９
日
Ⅱ
Ｕ
■

1 タイミンタチバナ
ｐ
■
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
Ⅱ
■

1
ｂ
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
日
印

1 ヤブニッケイ
ｂ
ｐ
■
Ⅱ
０
■
Ⅱ
！
■

十

ｐ
ｐ
ｈ
Ⅱ
日
日
Ⅱ
！
■

ヒ メユズリハ
■
■
■
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
■

十

7 ク ヌギ 1
１
１
１
1 カゴノキ

－
１
１
十
－
１
１
シャシャンボ

－
１
１
＋
－
１
１ ヤブコウジ

－
１
１
十
－
１
１

8 ハゼノキ 1
■
■
０
日
０
▲
Ⅱ
日
日
■

1 モ チノキ
■
甲
Ⅱ
Ⅱ
１
０
Ⅱ
０
■

＋

■
■
■
Ⅱ
■
且
■
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
■

ハ マビワ
出
■
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
８
Ｆ

十

ｂ
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■

ヘ クソカズ ラ
ｂ
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

＋

Ｄ
■
■
Ⅱ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
■
■

9 ヒメユズリハ
l

l
l
1
｜

｜
’
1

１
１
１

１
１
１
タ ブノキ

ｌ
ｌ
ｌ
十
－
１
１
チヂミザサ

１
１
１
＋
－
１
１

10
■
■
■
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ｉ
■

■
９
■
１
８
白
日
Ⅱ
ｕ

■
■
０
日
８
０
Ⅱ
１
■

モ チノキ
■
即
日
■
ｐ
■
Ⅱ
■
■

十

■
Ｕ
■
Ⅱ
８
６
Ⅱ
■
■

ア ラカシ
Ｄ
■
一
■
■
Ｕ
■
■
Ｕ
■

十

■
■
■
■
■
０
』
Ⅱ
日
日
■

11
１
１
１

－
１
１

｜
｜
’

｜
｜
’
イ ヌビワ

｜
｜
’
＋
l
l
l
サ サクサ

１
－
１
＋
－
１
１

12

■
■
可
・
■
Ⅱ
Ｉ
凸
Ⅱ
日
日
■

■
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■

ム ラサキシキブ 十 ム ベ ＋

■
■
■
Ⅱ
日
日
Ⅱ
！
■

13
｜

｜
’

１
１
１

１
１
１

｜
｜
’

｜
｜
’

｜

｜
’
不 ムノキ

－
１
１
十
－
１
１

14

■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
Ⅱ
■
■

■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
■
Ⅱ
ｌ
■
Ⅱ
Ⅱ
■

■
ｐ
■
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ｉ
■

ナワシロイチゴ
■
■
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

＋

■
■
日
Ⅱ
ｒ
■
Ⅱ
日
■

15
l
l
l

１
１
１

－
１
１

－
１
Ｉ

－
１
１

１
１
１
シュン ラ ン

－
１
１
十
１
１
１

16
日
■
・
■
Ⅱ
０
１
日
０
■

■
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■

０
Ｕ
▲
日
■
■
凸
Ⅱ
９
■

８
▽
二
日
日
ワ
▲
日
日
９
■

■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
日
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

ハ ゼノキ
■
■
０
■
Ｕ
Ｂ
■
■
９
■

十

■
９
■
Ⅱ
■
０
Ⅱ
１
■

17
１
１
１

－
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１

－
－
１
ツ ワブキ

１
１
１
十
l
l
l

18
日
■
■
Ⅱ
Ｉ
。
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
！
■

Ｐ
Ｄ
Ｌ
Ⅱ
，
■
Ⅱ
０
Ｆ

Ｄ
ｐ
ｈ
Ⅱ
！
■
Ⅱ
！
■

、
ロ
ー
■
■
ｇ
▲
■
■
■
■

Ｄ
■
０
■
■
▲
８
■
。
■

ヒ トツバ
■
■
』
■
■
０
《
日
日
Ⅱ
■

十

■
Ｐ
ｂ
Ⅱ
日
日
Ⅱ
！
■

19
｜

｜
’

－
１
１

－
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１

－
１
１

Ｉ
Ｉ
Ｌ

■
Ｕ
■
Ⅱ
８
。
Ⅱ
日
■

■
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
■

■
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■

■
■
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
！
■

Ｉ
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
！
■

ｂ
■
畠
Ⅱ
Ⅱ
０
－
Ⅱ
日
日
■

１
１
１

１
１
１

－
１
１

１
１
１

－
１
１

－
１
１



植生基本調査表

登山道沿いの標高330m付近で，過去伐採が行われた

ため分枝樹が目立つ。高木層はスダジイ，ヤブニッケイ，

ウラジロガシ等で構成され，亜高木層はタイミンタチバ

ナ，ヒメユズリハ，モッコク，スダジイ等の優占度が高

い。低木層はハクサンボク，アオキ，タブノキ，アラカ

シ等で，下草の発達が良く特にコバノカナワラビが多く，

他にホソバカナワラビ，エダウチチヂミザサ，マメヅタ，

トウゴクシダ等が見られる。

膠

癖

サ
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群落名

調査地

ミミズバイースダジイ群集

開聞町開聞岳

海抜330m

方位NE
傾斜15

調査日 平成5年10月26日 調査者 大野照好，立久井昭雄

溌
面
地
地
地
地状

織
平
凸
凹
台
扇

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

部
部
譲
部
部
部

山頂

尾根

漁磯
沢

谷

低地

１
２
３
４
５
６

風当強獺弱

土壌ポド性,霧森
赤，
グライ

黄，黄褐色

擬ﾗｲ，

，アンド

沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿乾,鐘,湿,過湿

階層構造高さ植被率
B!高木層12m80%

B2亜高木層6m50%

S低木層 3m 30％

K苣本層 0.8m 40%

備考

調査面積10m×10m

二次株

B 1

■
■
■
Ⅱ
ｑ
ｌ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■

種 名
■
日
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
■

■
■
■
Ⅱ
ｑ
ｌ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■
日
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
■

被
度

■
■
■
０
１
日
０
・
■
日
日
』
■
日
日
ａ
■
■
■
■

群
度

B 2

種 名
■
■
■
■
■
■
』
■
■
Ｆ
■

被
度
群
度

S

種 名
被
度
群
度

K

種名
被
度
群
度

1 スダジイ
１
１
１
4
１
－
１
4 タイミンタチバナ

１
１
１
2
１
１
１ 3 ハクサンボク

｜

｜
’
2
１
１
１ 3 コバノカナワラビ

１
１
１ 3

１
１
１ 3

2 ヤブニッケイ
■
■
▲
■
日
日
Ｉ
日
日
■

2
１
１
１
Ｎ
2 ヒメユズリハ

■
■
■
▲
日
日
８
０
日
日
■

2

■
■
■
・
■
日
日
・
■
日
日
■

2 ア オキ
■
■
ｑ
・
■
Ⅱ
Ｉ
・
■
日
日
■

2
■
■
１
日
０
・
■
日
日
■

3 ホソバカナワラビ
■
■
■
Ｉ
Ⅱ
■
Ｉ
Ⅱ
■
■

1
日
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
！
■

2

3 ウ ラ ジロガシ
－
１
１
2
－
１
１
1 モッコク

－
１
１
2
｜

｜
’
2 タブノキ

｜
｜
’
2
l

l
l
2 エダウチチヂミザサ

｜
｜
’
十
l
l
l
2

4 ア ラ カシ
■
■
■
二
■
日
日
■
日
日
■

1 1 スダジイ
■
■
日
日
日
日
日
日
■

1 2 アラカシ 1 2 マメヅタ 十 2

5 ヤマザク ラ
｜

｜
’
1
１
１
１
1 ヒサカキ

１
１
１
1
１
１
１
2 シマイズセンリョウ

’
’
1
1
l

l
l
2 トウゴクシダ

l
l
l
＋
－
１
１
2

6 （枯木）
ｂ
Ｆ
且
Ｄ
１
Ｐ
ｂ
ｌ
Ⅱ
，
■

Ｄ
■
０
０
１
０
日
０
ゆ

コ バンモチ

二
Ｄ
、
』
■
８
口
・
０
０
９
■

1
■
。
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
！
■

1 イ ヌビワ 1 1 ゴンズイ ＋

7 ハゼノキ
１
１
１
＋
１
１
１ ヤブニッケイ

－
１
１
1
Ｉ
Ｉ
Ｌ 1 ネズミモチ 1

l

l
l
1 ヒメユズリハ

１
１
１
十
l

l
l

8
■
ｐ
Ｕ
日
日
Ⅱ
一
■
日
日
■

●
・
一
■
■
■
一
■
■
■
■

サ カキ
■
■
と
■
日
日
・
■
Ⅱ
０
■

1

■
■
・
■
日
日
』
■
日
日
■

1 イ ヌガシ 1 1 キダチニンドウ
■
■
ｑ
日
日
■
１
日
０
■

＋

9
｜

｜
’

１
１
１ ウ ラ ジロガシ

１
１
１
1
｜

｜
’
1 ム ベ

l

l
l
＋
’

’
1
イ ヌビワ

l

l
l
＋

10
■
■
■
』
Ⅱ
Ⅱ
１
０
日
９
■

■
日
■
６
１
１
日
０
０
■

ミ ミズバイ
■
日
■
二
■
Ⅱ
０
．
■
■
。
■

＋

■
Ｖ
・
■
Ⅱ
０
・
■
Ⅱ
０
■
ス ダジイ ＋

一

ア イカカズ ラ ＋
■
■
■
・
■
日
日
・
■
日
日
■

11
１
１
１

ｉ
１
１ キダチニンドウ

１
１
１
十
－
１
１ シ ロダモ

｜
｜
’
＋ ヘクソカズ ラ

l
l
l
＋
－
１
１

12
■
■
▽
０
日
Ⅱ
二
■
日
日
■

■
■
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
Ｉ
■

ノ ブドウ
■
Ｕ
０
日
日
・
■
日
日
■

十

■
■
■
日
日
日
日
日
日
■

ヤ ブム ラ サキ
ロ
０
■
日
日
０
．
■
日
日
■

＋ ム ベ
■
■
日
日
■
・
■
Ⅱ
０
■

＋

■
■
ｐ
』
■
日
日
■
８
Ｆ
Ｐ
■

13
Ｉ
Ｉ
ｌ

－
１
１ カクレミノ

１
１
１
十
１
１
１ ヤブニッケイ

１
１
１
＋
’

’
1
ウマノスズクサ

－
１
１
＋
－
１
１

14
■
■
日
日
■
１
日
０
■

■
■
Ｆ
▲
■
日
日
▲
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
ｑ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
日
日
■

８
口
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
０
■

ヤ マビワ ＋ サカキカズ ラ ＋
，
。
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
！
■

15
１
１
１

ｉ
１
１

１
１
１

１
１
１ カ ゴノキ

｜

｜
’
十
｜
｜
’
ミ ズ キ

｜
｜
’
＋
－
１
１

16
画
■
▼
《
■
Ｈ
ｇ
日
日
Ⅱ
■

■
■
■
■
日
日
Ⅱ
Ⅱ
０
■

■
■
■
《
■
日
日
と
■
Ⅱ
０
■

■
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
８
口

コ ン
ー

ブ． リギ ＋
■
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

ヤ マイタチシダ
1

1

1 ＋

■
■
■
１
日
０
日
日
Ⅱ
■

17
－
１
１

｜

｜
’

－
１
１

ｌ
ｌ
ｌ ワタゲカマッカ

l

l
l
十
｜

｜
I
オオバノトンボソウ

｜
｜
’
＋
１
１
１

18
国
■
ロ
日
■
■
一
■
■
■
■

■
■
《
■
■
、
』
■
■
、
■

国
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
▽
■
』
■
■
▲
Ｂ
Ｂ
Ｉ
■

ホ ソバタブ 十 ナ ン カズ ラ ＋
０
■
０
Ⅱ
９
０
Ⅱ
！
■

19
－
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１ ハマクサギ

｜
｜
’
＋
｜

｜
’
コ ゴメスゲ

I
l
l
＋
１
１
１

20
■
■
《
■
Ⅱ
Ｄ
』
■
■
ｐ
■

国
■
ご
Ｄ
Ⅱ
■
一
■
日
日
口

■
８
Ｆ
■
■
■
■
一
■
■
■
■

■
Ｕ
・
■
日
日
日
日
Ⅱ
■

ｐ
ｑ
ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
ｄ
■
■
ｑ
■

ｐ
０
ｑ
ｄ
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

ロ
■
■
口
■
Ⅱ
ｑ
・
■
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
と
■
日
日
ｌ
日
日
■Ｉ

Ｉ
Ｌ

－
１
１

１
１
１

ｌ
ｌ
ｌ

１
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１



植生基本調査表

登山道沿いの標高620m付近で，古い大小の溶岩が見

られる。高木層はアカガシの優占する群落で，他にコバ

ンモチ，クロバイ，カクレミノ等が見られる。亜高木層

はヒサカキ，サカキ，イヌガシ，アカガシ等の優占度が

高い。低木層はシマイズセンリョウ，イヌガシ，ミヤマ

シキミ，タブノキ等で，下草の発達が良く特にトウゴク

シダが多く，他にツワブキ，コバノカナワラビ，フユイ

チゴ等が見られる。

鯵|諺

、
『
『

－71－

群落名

調査地

アカガシーミヤマシキミ群集

開聞町開聞岳

海抜620m

方位NE
傾斜20

調査日 平成5年10月26日 調査者 大野照好．立久丼昭雄

鐡
面
地
地
地
地状

織
平
凸
凹
台
扇

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

部
部
議
部
部
部

噸
離
繍
沢
谷
峨

■
。
●
５
６
０
凸
０

１
２
３
４
５
６

風当強 ｡gf･9.B:C
OO■①●●

弱

土壌ポド性,鍵蕊
赤，黄，黄褐色，アンド
グライ，擬ﾗｲ，沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿乾,蕊,湿,過湿
階層構造高さ植被率
B1高木層15m85%

B2亜高木層

S低木層

6m 50%

2m 50%

r苗木屋 0.8m 40％

備考

調査面積10m×10m

･岩礫地

B 1

種 名

被
度
群
度

B 2
｜
｜
’

種 名

｜
｜
’ 被
度
群
度

S
１
１
１

種 名
日
■
■
Ⅱ
０
日
Ⅱ
Ⅱ
■

１
１
１日
■
■
Ⅱ
０
日
Ⅱ
Ⅱ
■

被
度
群
度

K

種 名

被
度

■
■
Ⅱ
■
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
▲
■
Ⅱ
Ｕ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
■

群
度

1 アカガシ 4
１
１
１
4 ヒサカキ

’

’
1
2
｜
｜
’
2 シマイズセンリョウ

－
１
１
2
｜
｜
’
3 トウゴクシダ

１
１
１
2
－
１
１
3

2 コバンモチ
二
Ｆ
ワ
ロ
■
Ｕ
《
■
■
日
■

2
■
■
■
■
■
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

2 サ カキ
１
１
１
９
2

日
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
日
■

2 イ ヌガシ
■
■
卓
■
Ⅱ
９
１
１
１
■

2

■
■
即
■
■
■
９
二
■
■
■
■

2 ツ ワブキ
日
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ｉ
Ⅱ
■
■

1
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■

2

3 クロパイ
１
１
１
2
１
１
１
2 イヌガシ

１
１
１
2
１
１
１
2 ミヤマシキミ

｜
｜
I
2
１
１
１
2 コバノカナワラビ

－
１
１
1
１
１
１
2

4 カクレミノ

。
■
４
日
１
０
］
■
甲
財

1

ｐ
１
ｑ
ａ
■
Ⅱ
Ｉ
■
０
１
０
■

1 ア カガシ 1 2 タブノキ 1
■
■
１
日
０
１
日
日
■

2 フユイチゴ
■
■
▲
日
日
８
．
日
日
日
■

1
■
■
５
０
日
■
・
■
日
日
■

1

5 ハマクサギ
－
１
１
1
’
1
1
1 クロパイ

｜
｜
’
1
１
１
１
1 ヒサカキ

－
１
１
1
１
１
１
2 ヒメアリドウシ

１
１
１
1
１
１
１
1

6

■
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■

ホ ソバタブ 1
■
■
弓
当
Ⅱ
Ⅱ
９
１
日
Ｉ
■

1 ア オキ 1
Ｄ
守
ら
■
■
、
■
Ⅱ
ｐ
■

2 シュス ラ ン
■
ｑ
日
Ⅱ
１
日
Ⅱ
ｑ
■

十

■
■
甲
《
■
■
■
０
■
■
■
■

2

7
－
１
１

｜

｜
’
マ メヅタ

’
’
1
十
１
１
１
2 ホソバタブ

－
１
１
1
１
１
１
1
、、ー

ンンンフ
１
１
１
＋ 2

8

、
ロ
■
Ⅱ
９
１
日
日
■
■

ヤ ブニッケイ ＋

■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｉ
日
日
■

コ ンテ リギ
■
■
・
■
日
日
・
■
日
日
■

1
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■

1 マ メヅタ ＋ 2

9
－
１
１

’
’
1
タイミンタチバナ

l
l
l
十
｜

｜
’
イ ヌツゲ

l
l
l
1
１
１
１
1 トウゲシバ

－
１
１
十
｜
｜
’

10

国
■
■
一
■
■
■
《
■
■
日
■

■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
・
■
Ⅱ
■
■

■
■
口
Ⅱ
日
日
■
Ｉ
■
Ⅱ
■

サ カキ
■
日
■
■
日
Ⅱ
Ｕ
Ｉ
Ⅱ
■
■

＋

一
■
▼
ｂ
画
■
ｐ
』
■
■
ｐ
■

ヤ ブム ラ サキ
■
■
口
Ⅱ
Ⅱ
！
■
０
８
９
■

＋

11
－
１
１

１
１
１

l

l
l

｜
｜
’
ネ ズミモチ

－
１
１
＋
１
１
１
ヘクソカズ ラ

’

’
1
＋
１
１
１

12

国
■
▼
《
■
■
、
』
■
■
■
■

ア カガシ ＋ ツルマサキ
目
０
１
１
■
十

■
■
■
口
Ⅱ
日
日
・
■
Ⅱ
ｑ
■

13
－
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１
ス ダジイ

１
１
１
＋

ー

ア イカカズ ラ
｜

｜
’
十
｜
｜
’

14

■
ｐ
■
《
■
Ⅱ
８
０
口
■
け
■

■
■
当
■
日
日
口
Ⅱ
Ｉ
０
ｑ

ク ロパイ
■
日
■
・
■
日
日
・
■
日
日
■

＋ ガンゼキ ラ ン ＋

15
１
１
１

｜

｜
’

１
１
１

｜
｜
’
イ ヌビワ

１
１
１
＋ ヒトツバ

｜
｜
’
十
l
l
l

16

■
■
Ⅱ
日
日
・
■
Ⅱ
０
■

日
■
・
■
Ⅱ
日
日
日
日
■

■
■
Ｉ
日
日
口
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
■

■
■
ｑ
ｌ
日
日
・
■
Ⅱ
Ｉ
■

シ ロダモ

ロ
■
■
凸
■
■
■
二
日
日
日
■

＋ ナツエビネ
■
■
ｑ
１
日
■
口
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■

十

17
－
１
１

－
１
１

’
’
1

１
１
１
ウ ラ ジロガシ

１
１
１
＋ イタビカズ ラ

’
’
1
＋
｜
｜
’

18

■
９
今
■
日
日
１
日
０
■

■
■
■
日
日
■
１
日
Ｉ
■

イ ヌガヤ
■
■
日
日
０
．
■
Ⅱ
１
■

十 コウヤコケシノブ ＋

19
－
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１
マルバサッキ

’

’
1
＋

１
１
１

｜

｜
’

20

■
■
日
日
Ⅱ
Ｂ
■
■
■
■

国
■
ロ
ー
■
■
日
二
■
■
Ｕ
■

■
■
即
Ⅱ
Ⅱ
■
▲
■
■
日
■

■
■
凸
■
■
守
凸
■
■
■
■

ム ゾ､§

■
■
■
・
■
日
日
０
日
■
■

十

■
９
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
■

国
■
■
■
■
Ｂ
■
▲
■
■
■
■

画
■
”
・
■
■
■
■
■
■
■
■

21
１
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１
マンリヨウ

１
１
１
十
１
１
１

１
１
１

１
１
１

22
１
１
１
■

■
■
甲
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
▲
Ⅱ
日
日
■

■
■
日
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
■

■
■
■
・
■
日
日
１
日
Ｉ
■

ヤ ブニッケイ ＋

■
■
Ｉ
日
日
Ｉ
日
日
■

■
■
ｑ
１
日
８
口
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■

23
－
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１

I
l
l

l
l
l

１
１
１

１
１
１



植生基本調査表

登山道沿いの標高780m付近で，海岸からの風が強い

ため3m程の低木林となっている。大きな溶岩が随所に

見られ，低木層はヒサカキ，シャリンバイ，トベラ，タ

イミンタチバナ等で，下草にはトウゴクシダ，ツワブキ，

コゴメスゲ，ヒメミヤマスミレ等が見られる。

鯵鯵

銀

－72－

群落名

調査地

マサキートベラ群集

開聞町開聞岳7合目付近

海抜780m

方位SE

傾斜30

調査日 平成5年10月26日 調査者 大野照好，立久井昭雄

面
面
地
地
地
地犬１

鍔
平
凸
凹
台
扇

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

山頂部

尾根部

中腹部

沢部

谷部

低地部

１
２
３
４
５
６

風当 職中弱

土壌ポド性，褐森
赤，黄，黄褐伍

ﾗｲ，擬ﾗｲ，

，アンド

沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿龍適,湿,過湿
階層構造高さ植被率
B1高木層m%
B2亜高木層m%

S低木層 3m 50％

K草本層 0.2m 20％

備考

10m×10m

岩塊地

･風衝低木林

B 1

■
■
■
Ⅱ
Ｕ
ａ
Ｈ
８
ｇ
ａ
■
■

種 名
■
■
■
《
■
■
■
《
■
■
Ｕ
■

■
■
■
Ⅱ
Ｕ
ａ
Ｈ
８
ｇ
ａ
■
■■
■
■
《
■
■
■
《
■
■
Ｕ
■

被
度
群
度

B 2
１
１
－

種 名
■
■
０
■
日
日
二
■
日
日
■

１
１
－■
■
０
■
日
日
二
■
日
日
■

被
度
群
度

S

種 名
■
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
！
■

被
度
群
度

K

種 名
被
度
群
度

1
－
１
１

l

l
l

１
１
１

’
’
1
ヒ サカキ

－
１
１
2
１
１
１
2 トウゴクシダ

｜

｜
’
1
｜
｜
’
2

2
■
９
１
日
８
０
日
Ⅱ
■

１
１
１
口

■
ｐ
０
Ｂ
０
０
■
■
甲
■

ロ
日
日
Ｉ
Ｉ
ｑ
ｌ
Ｉ
■
■

シ ャリンバイ
国
■
Ｕ
Ｂ
Ｈ
０
Ｂ
８
ｇ
■

2

二
■
■
Ｇ
凸
■
９
日
日
Ⅱ
Ｐ

2 ツ ワブキ
■
■
■
・
■
Ⅱ
８
１
Ⅱ
Ｕ
■

1

■
日
■
▲
■
■
５
Ｇ
日
■
二
■

2
3

－
１
１

’
’
1

－
１
１

l
l
l
ト ベ ラ

－
１
１
2
－
１
１
2 コゴメスゲ

l

l
l
＋
ｌ
ｌ
ｌ
2

4
Ｂ
Ｂ
ｌ
８
ｒ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
■

タイミンタチバナ
■
■
■
二
■
日
日
■
日
日
■

2 2 とメミヤマスミレ ＋
■
■
呼
』
Ⅱ
日
日
・
■
日
日
■

2
5

－
１
１

１
１
１

－
１
１

１
１
１ イ ヌシゲ

１
１
１
2
－
１
１
2 ツクシショウジョウバカマ

－
１
１
＋
１
１
１
2

6
■
■
■
ｈ
８
９
』
０
１
，
口

■
■
■
日
日
０
．
■
日
日
■
ア オキ

■
Ｕ
日
日
０
．
■
日
日
■

1

■
■
・
■
Ⅱ
Ｐ
・
日
１
，
■

1 カ タヒバ 十

８
▽
■
Ⅱ
０
６
Ⅱ
０
■

2
7

１
１
１

１
１
１

－
１
１

I
l
l
ハ マクサギ

－
１
１
1
１
１
Ｉ
1 ミツデウラボシ

｜
｜
’
＋
１
１
１
2

8
①
。
。
■
８
。
■
０
呼

■
■
■
日
日
■
▲
Ⅱ
Ⅱ
０
■

■
Ｕ
Ｕ
０
』
■
■
Ｉ
Ⅱ
■
■

ｄ
可
日
日
日
日
Ⅱ
０
■
ミ ヤマシキミ

■
■
■
日
日
。
。
■
日
日
■

1

■
■
■
▲
■
日
日
二
■
日
日
■

1 コバノタツナミ
■
■
・
■
Ⅱ
０
《
■
■
８
■

＋

■
日
■
■
■
■
Ｕ
■
■
Ⅱ
■
■

9
１
１
１

l
l
l

－
１
１

l
l
l
サ カキ

ｌ
ｌ
ｌ
1
１
１
１
1 ヤマイタチシダ

｜

｜
’
＋
１
１
１

10
■
□
■
０
Ⅱ
０
６
日
■
巴

■
■
■
１
日
Ｕ
■
Ⅱ
０
５
■
ヤ マザク ラ

国
■
■
一
■
■
Ｐ
《
■
Ⅳ
ｒ
■

1

０
９
▲
６
８
４
■
■
日
日
■

1 コ マユミ

■
０
可
日
日
日
日
日
日
■

＋

■
■
■
Ⅱ
ｐ
■
日
０
■

11
１
１
１

’

’
1

１
１
１

１
１
１ カクレミノ

１
－
１
1
－
１
１
1 マルバウツギ

l

l
l
＋
１
１
１

12
■
８
Ｆ
▲
■
〃
ｇ
■
０
■
０
■

■
■
■
日
日
Ｐ
巳
Ｈ
１
‘
■
イ ヌガヤ

■
■
■
Ⅱ
日
日
・
■
Ⅱ
，
■

＋
，
ｌ
ｌ
Ｐ
ム ハミ

ｄ
■
日
日
０
日
日
日
■

十

■
ｂ
■
』
■
Ⅱ
リ
ロ
Ⅱ
日
日
■

13
１
１
１

－
１
１

１
ｌ
ｊ

l
l
l

１
１
４

１
１
↓ ス スキ

－
１
１
＋
１
１
』

14
凸
■
■
Ⅱ
■
■
日
８
■

ロ
■
ｑ
ｄ
ｌ
Ｕ
Ｉ
Ⅱ
日
■

二
●
”
０
日
■
■
■
■
】

凸
・
■
■
■
《
■
■
ｐ
■

ー

ア イ カカズ ラ ＋
国
■
▽
０
口
■
ｑ
』
■
■
■
■

15
－
１
１

１
１
１

－
１
１

｜

｜
’

Ｉ
Ｉ
Ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｌ

１
１
１

１
１
１

国
■
Ｕ
■
■
■
■
■
、
■

■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
０
６
日
■
■

ロ
■
Ｕ
全
■
日
日
ｄ
■
■
９
■

ご
■
■
・
■
日
日
日
日
０
■

■
■
■
▲
■
９
０
▲
日
日
■
■

■
●
。
■
二
■
ｑ
■
■
■
■

■
■
■
１
日
Ｉ
《
■
Ｈ
ｇ
■

■
■
．
。
Ⅱ
日
日
凸
■
■
■
■１

１
１

１
１
１

１
１
１

l
l

l

１
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１

■
■
ロ
日
■
Ｕ
一
■
■
、
■

■
■
日
日
■
１
日
Ｉ
■

Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ⅱ
Ⅱ
０
■
■
■
■

０
■
。
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
Ｕ

■
ｑ
ｒ
△
Ⅱ
Ｉ
，
■
且
日
日
■

君
■
。
■
■
■
■
一
■
■
■
■

■
■
■
１
日
Ｉ
。
■
Ⅱ
０
■

■
■
口
０
Ⅱ
■
マ
。
■
■
Ⅱ
■
■１

１
１

１
１
１

１
１
１

－
１
１

１
１
１

－
１
１

１
１
１

１
１
１

■
■
。
Ｏ
日
日
■
Ⅱ
Ⅱ
■

。
■
日
日
０
８
日
０
■

』
●
？
■
Ⅱ
９
０
０
口
９
■

４
回
８
１
０
口
Ⅱ
０
■

国
■
。
■
ｐ
ｐ
１
■
Ｈ
ｆ
■

■
■
０
９
。
■
Ⅱ
０
口

ロ
ｑ
■
■
日
日
・
■
日
日
■

国
■
Ｄ
■
■
Ｄ
Ｂ
日
日
■１

－
１

－
１
１

ｌ
Ｉ
ｌ

－
１
１

１
１
１

－
１
１

－
１
１

１
１
１



植生基本調査表

山頂近くのため風が強く当たり高木層が見られず，ま

た，雲がかかりやすく湿度が高いため樹上にコケ類やシ

ダ類，ラン類の着生が多い。低木層はイヌツゲ，ヒサカ

キを中心にコンテリギ，イワガラミ，ハイノキ，ヒメユ

ズリハ等で構成され，下草にはイワガラミ，キジノオシ

ダ，ツクシショウジヨウバカマ，カタヒバ等の優先度が

高い｡

零紫室

ゴ

－73－

群落名

調査地

イヌッゲーハイノキ群落

開聞町開聞岳山頂のやや下

海抜910m

方位S
傾斜10

調査日 平成5年10月26日 調査者 大野照好．立久井昭雄

溌
面
地
地
地
地状

鍵
平
凸
凹
台
扇

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

議
部
部
部
部
部

Ｄ
Ｇ
ｇ
ｃ
？
■
ら

地

繍
融
棚
沢
谷
低

１
２
３
４
５
６

風当譲中弱
●■｡①、●昏ｳ

土壌ポド性,鶏蕊
赤，黄，黄褐色，アンド

グライ，擬ﾗｲ，沖積
非固岩屑，固岩屑

土湿乾,漉湿,過湿
階層構造高さ植被率
B1高木層

B2亜高木層

S低木層

m ％

m ％

3m 95％

頁萱本屋 0.5m 40%

備考

調査面積5m×5m

B 1

種 名
■
口
当
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｑ
■

被
度
群
度

B 2

種 名

被
度

■
■
■
■
▽
▲
Ⅱ
■
ワ
■
日
■
ｑ
■
■
日
■
■
Ⅱ
Ⅱ
８
■

群
度

S
ｒ
ｌ
ｌ

種 名
■
Ｉ
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■

ｒ
ｌ
ｌ■
Ｉ
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■

被
度
群
度

K
１
１
１

種 名
■
０
■
Ⅱ
日
日
Ⅱ
！
■

１
１
１■
０
■
Ⅱ
日
日
Ⅱ
！
■

被
度

■
■
日
日
』
Ⅱ
日
日
Ｉ
日
日
・
■
日
日
口
Ⅱ
日
日
■

群
度

1
l

l
l

１
１
１

｜
｜
I

１
１
１
イ ヌシゲ

－
１
１
3
｜

｜
’
3 イヮガ ラ ご

～

－
１
１
2
－
１
１
2

2

■
■
日
Ⅱ
１
日
Ⅱ
１
日

■
Ｆ
画
■
■
■
■
■
■
■
■

ヒ サカキ
■
甲
■
Ⅱ
日
日
Ⅱ
０
■

3 3 キジノオ ン ダ
■
■
■
Ⅱ
１
０
Ⅱ
Ｉ
■

1 2

3
｜
｜
I

｜
｜
I

l
l
l

－
１
１
コンテ リギ

１
１
１
2
l
l
l
2 ツクシショウジョウバカマ 1

｜
｜
’
2

4

Ｄ
ｑ
Ｂ
８
０
Ｂ
■
■
甲
”

イ ヮガ ラ
、

､

～

凸
・
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■

1
日
■
■
Ⅱ
０
■
Ⅱ
Ｉ
■

2 カ タヒバ 1 2

5
｜
｜
’

｜
｜
I

I

l
l

１
１
１
ハ イノキ

－
１
１
1
｜
｜
’
2 フユイチゴ 1

１
１
１
1

6 ヒメユズリハ
■
■
■
Ⅱ
０
▲
日
日
■

1 1 キッコウハグマ ＋
日
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

2

7
’

’
1

｜
｜
’

｜
｜
’

ｌ
ｌ
ｌ
ミヤマシキミ

１
１
１
1
I
l
l
1 トウゴクシダ

l
l
l
十
｜
｜
’
2

8

■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
６
■

ア オキ
●
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
Ⅱ
０
■

1 1 ヒメヤブ ラ ン 十 2

9
｜

｜
I

l

l
l

｜

｜
’

マルバウッギ
１
１
１
1 1 ヤブコウジ

１
１
１
＋
l

l
l

10

日
Ｆ
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

キ ミ
、

ン

６
■
■
Ⅱ
０
８
日
日
■

1 1 ナガバノモミジイチゴ
■
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
■

＋

日
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

11
l

l
l

｜
｜
’

｜
｜
I

l
l
l

’
’
1

｜
｜
’
ト ウゲシバ

l
l
l
十
｜
｜
’

12 ヒメミヤマスミレ 十

13
１
１
１

１
１
１

l

l
l

｜

｜
’

－
１
１

l

l
l
ツ ワブキ ＋

１
１
１

14

■
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
Ｉ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

６
口
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
Ⅱ
■

サ ルトリイバラ ＋
１
１
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■

15
１
１
１

１
１
１

｜

｜
I

１
１
１

１
１
１

｜

｜
’
ヤマイタチシダ 十

１
１
１

16

■
■
ｌ
Ⅱ
ｑ
ｌ
Ｈ
ｑ
■

■
５
０
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
日
■

日
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■

ｐ
■
■
Ⅱ
６
■
Ⅱ
Ｕ
■

ヒ メドコロ ＋

17
’
’
1

｜

｜
I

｜

｜
’

１
１
１

１
１
１

｜
｜
’
ミヤマシキミ

｜

｜
’
十
’
’
1

18

９
』
■
■
ｐ
■
■
０
■

■
■
■
・
■
Ⅱ
０
』
■
Ⅱ
Ⅱ
■

ゼ ンマイ 十

19
－
１
１

１
１
１

｜

｜
’

｜
｜
’

１
１
１

１
１
１
タカサゴキジノオ

１
１
１
＋
１
１
１

20

１
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
０
■

■
■
０
Ⅱ
■
■
Ⅱ
０
■

オオキジノオシダ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

＋

■
■
日
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ｉ
■

21
l
l
I

１
１
１

l

l
l

l
l
l

１
１
１

l
I
l
コウヤコケシノブ

１
１
１
十
－
１
１

22

８
Ｆ
■
Ⅱ
０
■
Ⅱ
Ｉ
■

イ ノデ 十



植生基本調査表

花瀬海岸の一周道路下のクロマツ林で，亜高木層とし

てはヤブニッケイ，トベラ，ヒメユズリハの優占度が高

い。低木層はハマヒサカキ，ヒメユズリハ，ヤマモモ等

を中心としてシャリンバイ，ネズミモチ，イヌビワ等多

くの種が見られる。下草にはツワブキ，エダウチチヂミ

ザサ，ヘクソカズラ，コバノタツナミ等の優占度力塙い。

瞳躯

鯛
ナ

－74－

群落名

調査地

クロマツ林

開聞岳花瀬崎近く一周道路下

海抜5m

位
斜
方
傾

調査日 平成5年10月27日 調査者 大野照好，立久井昭雄

面
瀧
地
地
地
地状

斜
蕊
凸
凹
台
扇

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

山頂部

尾根部

中腹部

沢部

谷部

綴溌蕊

１
２
３
４
５
６

風当強蕊
土壌ポド性

弱

議諜
赤，黄，黄褐色，アンド
グライ，擬ﾗｲ，沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿乾,識,湿,過湿

階層構造高さ植被率
B1高木層22m60%

B2亜高木層5m95%

S低木層 1.5m 30%

K草本層 0.5m 20%

備考

10m×10m

･海岸の防潮防風林

B 1

■
■
■
■
、
▲
■
■
■
０
■
■

種 名
■
０
１
日
０
１
日
■
■

■
■
■
■
、
▲
■
■
■
０
■
■■
０
１
日
０
１
日
■
■

被
度
群
度

B 2
l

l
l

種 名

l

l
l 被
度

■
Ⅱ
８
０
■
９
０
』
■
日
日
９
０
■
Ⅱ
６
■

群
度

S

種 名
■
■
・
■
Ⅱ
■
・
■
日
日
■

被
度
群
度

K

種 名
被
度
群
度

1 クロマツ
ｌ
ｌ
ｌ
4
l
l
l
4 ヤブニッケイ

｜
｜
’
3
１
１
１ 3 ハマヒサカキ

－
１
１
2
｜
｜
’
2 ツワブキ

｜

｜
’
2
１
１
１
2

2
■
■
《
■
■
■
《
■
■
■
■

ト ベ ラ

ロ
■
可
・
■
Ⅱ
０
１
日
日
■

3
■
■
一
■
■
■
一
■
■
■
■

3 ヒメユズリハ
■
■
■
Ⅱ
日
日
Ⅱ
８
口

2 2 エダウチチヂミザサ 1
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■

2
3

１
１
１

｜
｜
’
ヒメユズリハ

l

l
l
2
１
１
１
2 ヤマモモ

－
１
１
2
｜
｜
’
2 ヘクソカズ ラ

l

l
l
1
l

l
l
1

4
■
■
・
■
■
？
▲
Ⅱ
Ｈ
８
ｐ

■
ｑ
日
日
９
コ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■

ヤ マモモ 2
■
Ｔ
凸
８
９
０
８
８
■

2 シャリンバイ 1 2 コバノタツナミ 十 2
5

１
－
１

１
１
１ タイミンタチバナ

l

l
l
1
１
１
１
1 ネズミモチ

１
１
１
1
－
１
１
1 ヤマモモ

’

’
1
＋
１
１
１

6
■
■
■
』
■
日
日
』
Ⅱ
Ⅱ
０
■

■
■
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
■

モ ッコク 1
■
Ｕ
・
■
日
日
・
■
Ⅱ
０
■

1 イ ヌビワ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
日
日
■

＋ ト ベ ラ ＋
■
ｑ
・
■
日
日
口
Ⅱ
日
日
■

7
１
１
１

l
l
l

｜
｜
’

１
１
１ ハマサルトリイバラ

１
１
１
＋
’
’
1
ハ ゼノキ

｜
｜
’
十
１
１
１

8
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
▲
Ⅱ
Ⅱ
０
■

■
■
一
■
■
、
一
■
■
、
■
ハ クサンボク

■
■
■
■
８
ｈ
日
■
Ｕ

十 オオバウマノスズクサ ＋
日
■
Ⅱ
Ⅱ
８
日
Ⅱ
■
■

9
１
１
１

１
１
１

l
l
l

１
１
１ コク

ー

ﾌ一 ンギ
－
１
１
＋
｜

｜
’
ナワシログミ ＋

l
l
l

10
■
■
■
日
日
１
日
Ｉ
■

■
■
▲
■
■
ｇ
■
■
８
８
■
マ サキ

■
ｇ
Ｂ
Ｈ
Ｂ
Ｉ
Ⅱ
０
■

十

■
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

ス スキ ＋

11
１
１
１

｜
｜
’

｜

｜
’

－
１
１ ムラサキシキブ

－
１
１
＋
l

l
l
ビンボウカズラ

｜
｜
’
＋

12
０
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
■
』
■
日
日
・
■
日
日
■
ク チナシ

１
１
１
口
十 ヤブコウジ ＋

■
■
■
日
日
■
■
■
■

13
１
１
１

｜

｜
’

－
１
１

１
１
１ ハマエンドウ

－
１
１
＋
｜
｜
’
ホソバワダン

｜
｜
’
＋
－
１
１

14
■
■
■
二
■
■
■
▲
■
■
■
■

■
■
当
■
Ⅱ
Ｉ
・
■
日
日
■

０
■
日
日
■
■
Ⅱ
■
■
シ ャシャンポ

●
■
』
■
■
甲
一
■
■
、
■

十 サ サクサ 十

■
可
《
■
■
甲
凸
■
■
■
■

15
－
１
１

l

l
l

l
l
l

－
１
１ ゴ ンズイ

Ｉ
ｌ
ｌ
十
｜
｜
’
ホ ルトノキ

l

l
l
＋
１
１
１

16
』
■
■
Ｉ
Ⅱ
■
・
■
Ⅱ
■
■

ｐ
Ｄ
０
０
Ｕ
■
Ⅱ
８
Ｆ

イ ヌザンショウ
■
■
■
《
Ｂ
Ｈ
Ｉ
』
■
Ⅱ
８
Ｆ

十

■
■
■
日
日
■
二
■
日
日
■

■
”
■
Ⅱ
６
６
Ⅱ
Ｉ
■

17
１
１
１

｜
｜
’

－
１
１ カラスザンショウ

－
１
１
＋
l
l
l

｜

｜
’

ｌ
ｌ
ｌ

18
国
■
ロ
ー
■
■
■
《
■
■
■
■

■
ｐ
■
。
■
Ⅱ
日
ロ
Ⅱ
Ⅱ
■
■

■
■
・
■
Ⅱ
０
．
■
Ⅱ
０
■
ナ ワシログミ

■
■
ｑ
・
■
日
日
１
日
０
■

＋
０
■
１
日
９
口
■
日
日
■

19
１
１
１

｜
｜
’

１
１
１

１
１
１ ホルトノキ

１
－
１
十
｜

｜
’

１
１
１

｜
｜
’

20
画
■
９
台
■
■
□
《
■
Ⅱ
Ｂ
■

■
■
ｑ
・
■
Ⅱ
９
口
■
日
日
■

二
■
ザ
０
■
■
９
■
画
■
■
■

■
■
ｒ
Ｑ
■
■
０
■
■
■
ｇ
■

０
日
。
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ｉ
■－

１
１

１
１
１

｜
｜
’

１
１
１

１
１
１

１
１
１

’
’
1

１
１
０



植生基本調査表

花瀬海岸の一周道路上のクロマツ林で，高さ3m程の

亜高木層と見事な階層を形成している。亜高木層はハマ

ヒサカキ，ハクサンポク，ナワシログミ，ネズミモチ等

で，低木層はナワシログミ，ネズミモチ，ホウロクイチ

ゴ等の優占度が高く，下草にはツワブキ，タマシダ，ヒ

メヤブラン，コバノタツナミ等が見られる。

盛貝

急

と夢

鍾雛

チ

－75－

群落名

調査地

クロマツ林

開聞町開聞岳花瀬崎一周道路上

海抜7m

方位_S
傾斜5

調査日 平成5年10月27日｜言周査者 大野照好．立久井昭雄

蔵
面
地
地
地
地状

溌
平
凸
凹
台
扇

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

山頂部

尾根部

中腹部

沢部

谷部

灘蕊議

１
２
３
４
５
６

風当強｜灘弱
■①＊③●■6

土壌ポド性,議議
赤，黄，黄褐色，アンド

グライ，擬ﾗｲ，沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿乾,蕊,湿,過湿
階層構造高さ植被率
B1高木層15m75%

層
層
帥
木
亜
低
Ｂ
Ｓ

3m 90%

1.2m 20%

X萱本屋 0.5m 30%

備考

調査面積10m×10m

クロマツ植裁20年

B 1

種 名
■
Ⅱ
一
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

被
度
群
度

B 2

種 名
■
１
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

被
度
群
度

S
１
１
１

種 名
１
．
■
■
０
日
■
Ⅱ
■

１
１
１
１
．
■
■
０
日
■
Ⅱ
■

被
度

■
■
８
９
－
■
■
９
－
■
■
Ｕ
一
■
■
■
今
■
日
日
■

群
度

K
１
１
１

種 名
■
■
■
Ⅱ
９
■
Ⅱ
Ｕ
■

１
１
１
■
■
■
Ⅱ
９
■
Ⅱ
Ｕ
■

被
度

■
■
日
日
・
■
Ⅱ
、
凸
■
■
Ｕ
・
■
■
■
▲
■
■
■
■

群
度

1 クロマツ
１
１
１
4
－
１
１
4 ハマヒサカキ

－
１
１
3
１
１
１
3 ナワシログミ

１
１
１
1
１
－
１
1 ツワブキ

１
１
１
2
１
１
１
2

2

■
▼
■
■
■
Ｇ
一
■
ｇ
■

■
ｑ
日
日
■
口
■
Ⅱ
！
■

ハ クサンボク
■
ｑ
日
Ⅱ
０
６
０
■
■

2
■
■
■
■
■
、
一
■
■
Ｕ
■

2 ネズミモチ
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■

1

■
■
■
・
■
日
日
・
■
日
日
■

1 タ マシダ
■
■
▲
■
■
９
・
■
Ⅱ
０
■

1

国
■
■
・
■
■
■
《
■
■
■
■

1

3
１
１
１

l
l
l
ナワシログミ

｜

｜
’
2
１
１
１
2 ホウロクイチゴ

－
１
１
1
－
１
１
ヒメヤブ ラ ン

｜

｜
’
十
｜
｜
’
2

4

■
Ｄ
■
Ⅱ
０
■
Ⅱ
■
■

ネ ズミモチ 2
■
■
▼
■
■
■
《
■
■
■
■

1 イ ヌビワ
■
■
▲
■
Ⅱ
９
０
■
■
ｐ
■

十

■
■
■
・
■
Ⅱ
■
ｂ
■
■
■
■

コ バノタツナミ

■
■
■
・
■
日
日
Ⅱ
日
日
■

十

■
■
・
■
日
日
・
■
日
日
■

2

5
－
１
１

｜
｜
’
シャシャンボ

l

l
l
1
１
１
１
1 イヌザンショウ

１
１
１
＋
－
１
１
エダウチチヂミザサ

－
１
１
＋
１
１
１
2

6

■
■
１
日
０
．
Ｂ
Ｂ
Ｄ
■

ヒ メユズリハ 1
■
■
呼
・
■
日
日
・
■
Ⅱ
Ⅱ
■

1 ハマエンドウ ＋
ロ
．
。
■
０
■
Ⅱ
０
■

ヘ クソカズ ラ
Ｐ
一
■
■
９
白
日
８
■

十

国
■
■
▲
■
■
Ｕ
▲
■
■
■
”
■

7
１
１
１

l

l
l
ハ ゼノキ 1

１
１
１
ヒメユズリハ

｜

｜
’
＋
１
１
１ サ サクサ

１
１
１
十
１
１
１

8

■
９
－
■
■
■
今
日
日
■
■

■
■
日
日
■
口
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
■

イ ヌビワ ＋

■
■
０
■
■
■
《
■
■
ｇ
■

ヘ クソカズ ラ
６
ｐ
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
Ⅱ
■

＋

国
■
■
一
■
■
■
一
■
■
Ｕ
■

ハ ゼノキ
■
官
《
■
■
０
二
■
■
■
■

＋

■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
８
１
Ⅱ
■
■

9
１
１
１

l
l
l
ムラサキシキブ

l
l
l
＋
１
１
１
カンコノキ

－
１
１
＋
－
１
１
ト ベ ラ

－
１
１
＋
－
１
１

10
日
■
』
■
Ⅱ
Ⅱ
。
■
日
日
■

ご
■
■
《
■
日
日
１
日
９
■

マ サキ
■
■
・
■
日
日
・
■
Ⅱ
Ｕ
■

＋

■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
■

ハマサルトリイバラ
■
■
■
・
■
日
日
Ⅱ
日
日
■

十

■
■
■
Ｉ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■

11
１
１
１

’
’
1

l

l
l

｜
｜
’

－
－
１

１
１
１
キイレツチトリモチ

１
１
１
＋
１
１
１

12

■
■
■
日
日
■
巳
Ⅱ
日
日
■

■
Ｕ
▲
■
■
、
“
■
■
ｇ
■

■
■
■
Ⅱ
９
■
８
９
■

（ 寄生）
■
■
ｌ
日
日
』
■
Ⅱ
■
■

■
■
１
日
６
０
日
、
■

13
－
１
１

l

l
l

l
l
l

１
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１

■
■
”
《
■
日
Ⅱ
《
Ⅱ
Ⅱ
８
■

■
■
■
と
■
Ⅱ
Ⅱ
』
Ⅱ
日
日
■

画
■
▼
▲
Ⅱ
日
日
▲
Ⅱ
日
日
■

■
甲
■
■
０
■
Ⅱ
■
■

１
１
１

l

l
l

l

l
l

－
１
１

－
１
１

｜

｜
’

１
１
１

l
l
l

■
■
■
６
画
■
■
凸
■
■
■
■

■
■
・
■
日
日
Ｉ
日
日
■

■
ｑ
口
Ⅱ
日
日
・
■
日
日
■

ｐ
■
国
■
Ⅱ
０
－
■
Ⅱ
Ⅱ
■

■
■
ｐ
巳
■
日
日
』
Ⅱ
日
日
■

Ｂ
ｒ
』
Ⅱ
日
日
巳
Ⅱ
Ⅱ
，
■

■
日
二
日
■
■
▲
日
日
■
■

１
１
１

１
１
１

｜

｜
’

－
１
１

１
１
１

１
１
１

－
１
１

－
１
１

■
■
』
■
■
Ｕ
』
■
Ⅱ
Ⅱ
■

■
Ｕ
■
画
■
甲
■
Ⅱ
日
■

■
■
■
Ⅱ
日
日
・
■
日
日
■

■
■
・
■
日
日
』
■
日
日
■

■
■
■
』
■
日
日
Ⅱ
日
日
■

１
－
１

’
’
1

’
’
1

１
１
１

｜
｜
’

－
１
１

－
１
１

１
１
１

８
Ｆ
▲
Ⅱ
日
日
・
■
日
日
■

■
■
呼
■
Ⅱ
Ⅱ
８
０
Ⅱ
■
■

｜

｜
’

｜

｜
’

l

l
l

１
１
１

｜

｜
’

｜
｜
’

｜

｜
’

｜
｜
’



植生基本調査表

田之崎近くのクスノキ林で，高木層としてはクスノキ

を中心にシロダモ，ハマセンダン，キズタ，カラスザン

ショウで，亜高木層はホルトノキ，ヒメユズリハ，クス

ノキ等の優占度が高い。低木層はオオムラサキシキブ，

ハマビワ，シロダモ，ナワシログミ等で，下草はタマシ

ダの発達が良く，他にホシダ，ホウロクイチゴ，チヂミ

ザサ等が見られる。

シ
キ
ブ

－76－

群落名

調査地

クスノキ群落

開聞町開聞岳田之崎近く一周道路下

海抜60m

方位S
一

傾斜5

調査日 平成5年10月27日 調査者 大野照好，立久井昭雄
燕
面
地
地
地
地状

蕊
平
凸
凹
台
扇

●
凸
・
ｅ
ｅ
６
Ｔア
イ
ウ
エ
オ
カ

山頂部

尾根部

中腹部

沢部

谷部

低地部

１
２
３
４
５
６

風当強溌弱

土壌ポド性,鶏森
赤，
グライ

黄，黄褐色

擬ﾗｲ，

，アンド

沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿乾,鐘,湿,過湿
階層構造高さ植被率
B1高木層22m80%

B2亜高木層10m60%

S低木層 3m 40%

K草本層1m60%

備考

調査面積20m×20m

B 1

種 名
被
度
群
度

B 2
｜
｜
’

種 名

｜
｜
’
被
度

■
■
■
Ⅱ
二
■
Ⅱ
Ⅱ
今
日
■
ｑ
▲
■
■
■
Ｉ
日
日
■

群
度

S

種 名
被
度
群
度

K

種 名
ロ
０
町
・
’
１
１
１
１
０
■

被
度
群
度

1 クスノキ
｜

｜
’
4
l
l
l
4 ホルトノキ

｜

｜
’
2
－
１
１
2 オオムラサキシキブ

｜
｜
’
1
－
１
１
1 タマシダ

１
１
１ 3

－
１
１ 3

2 シロダモ 2 2 ヒメユズリハ
ｐ
ｑ
１
ｄ
Ｏ
Ｏ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
■

2

■
■
■
１
日
■
巳
Ⅱ
日
日
■

2 ハ マビワ
■
９
口
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
日
日
■
■

1
ｂ
■
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
！
■

1 ホ シダ
■
■
ｑ
ｌ
日
日
・
■
日
日
■

2
■
■
１
日
０
１
日
Ｉ
■
2

3 ハマセンダン
｜
｜
’
2
１
１
１
2 クスノキ

l

l
l
2
１
１
１
2 シロダモ

｜
｜
I
1
Ｉ
Ｉ
Ｌ
1 ホウロクイチゴ

l
l
l
1 2

4 キズタ
■
可
口
Ⅱ
Ⅱ
９
１
日
ｑ
■

2 1 モッコク 1
Ｄ
■
Ｄ
Ｉ
Ｉ
。
Ⅱ
１
１
■

1 ナワシログミ 1 1 チヂミザサ 1 2
5 カラスザンショウ

１
１
１
1 1 オオムラサキシキブ

’
’
1
1
１
１
１
1 シャリンバイ

｜
｜
’
1
ｉ
ｌ
ｌ
1 ツワブキ 1

１
１
１
1

6 ハマビワ 1

■
■
■
１
日
０
・
■
日
日
■

1 ヤブニッケイ ＋

■
■
ｌ
日
日
・
■
Ⅱ
０
■

マ メヅタ
画
■
ｖ
里
Ⅱ
日
日
ｌ
日
日
■

＋
１
１
１
口
2

7
l

l
l

１
－
１ タ ブノキ

１
１
１
1
１
１
１
1 イヌビワ

l
l
l
＋
１
１
１ ツ ルソバ

１
１
１
＋
－
１
１

8
０
１
１
■

■
日
日
日
日
・
■
日
日
■

０
■
■
Ⅱ
日
日
Ⅱ
０
■
ヘ クソカズ ラ ＋

日
田
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
！
■

ヤ ブガ ラ シ ＋
9

１
１
１

－
１
１

｜
｜
’

１
１
１ ア ケビ

l
l
l
＋
１
１
１

一

ﾌー イカカズ ラ
１
１
１
＋
１
１
１

10
■
■
・
■
日
日
Ｉ
日
日
■

１
１
１
■

■
■
■
■
６
■
０
日
０
■

ホ ルトノキ 十

■
口
・
Ｂ
Ｂ
Ｄ
二
■
日
日
■
ヤ マノイモ

画
■
▼
▲
■
■
■
▲
■
■
Ｕ
■

＋
１
－
１
■

11
’
’
1

１
１
１

｜

｜
’

ｌ
ｌ
ｌ ア オキ

l
l
l
＋
－
１
１ ヤブイバ ラ

－
１
１
＋
１
１
１

12
Ｉ
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
日
■

■
■
■
日
日
■
』
Ⅱ
日
日
■
テリハツルウメモドキ

１
１
１
■
＋

■
■
■
日
日
Ⅱ
。
■
日
日
■

■
■
０
日
，
巳
日
日
日
■

13
｜

｜
’

－
１
１

｜

｜
’

１
１
１ ネズミモチ

－
１
１
＋
１
１
１

－
－
１

14
■
■
画
日
日
１
日
日
日
■

１
１
１
口

■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９
画
■
■
■
ビ ナンカズ ラ ＋

一
■
■
《
■
■
、
Ｏ
Ｅ
Ｄ
■

国
■
▼
■
■
９
１
■
■
ｇ
■

■
ｇ
《
■
■
■
▲
■
■
、
■

15
１
１
１

１
１
１

l

l
l

１
１
１ ク スノキ

｜
｜
I
＋
－
－
１

１
１
１

１
１
１

16
■
■
■
・
■
日
日
Ⅱ
日
日
■

■
■
■
Ⅱ
０
．
日
Ｉ
■

国
■
■
■
■
Ⅱ
、
一
■
Ⅱ
Ⅱ
■
ハ クサンボク

ｑ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
Ⅱ
Ｉ
■

＋

■
Ｕ
■
■
９
９
■
■
Ⅱ
Ｕ
■

■
■
▲
■
■
９
．
■
Ⅱ
、
■

画
■
■
二
■
日
日
ｌ
日
日
■

17
’
’
1

－
－
１

｜
｜
’

－
１
１
ム ベ

－
１
１
＋
１
１
１

１
－
１

｜
｜
’

18
Ｄ
■
■
１
８
■
Ⅱ
Ⅱ
■

国
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

０
■
日
日
■
・
■
日
日
■

国
■
■
一
■
■
■
』
■
■
■
■

■
■
ｑ
・
■
Ⅱ
Ｉ
・
■
日
日
■

■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
８
Ⅱ
■

19
｜

｜
’

－
１
１

｜

｜
’

１
１
１

’
’
1

１
１
１

１
１
１

１
１
１■

可
１
日
１
日
日
日
■

１
１
１
口

■
■
＆
■
■
■
▼
■
■
■
甲
■

二
■
甲
Ⅱ
Ｈ
ｇ
■
■
日
■

■
■
■
０
９
９
■
二
■
Ｕ
■

■
９
０
■
■
▲
Ⅱ
日
日
■１

１
１

｜
｜
’

’
’
1

１
１
１

｜

｜
’

１
－
１

１
１
１

－
１
１



昆虫

日時:1993.X､26(10:30～16:00)

調査者：江平憲治

内容：開聞岳山麓の次の2カ所で調査を行った。採集又は目撃した種類は次の通りである。

開聞岳登山口付近(A),山麓自然公園付近(B)

種名 B目名 科名 A

○
○
○
○
○
○

セセリチョウ科

アケハチョウ科

シロチョウ科

ｊ

ラ
ン
？
．

リ

グ
モ
キ
－

セ
ハ
ウ
ミ
メ
マ
ウ
ハ
ド
ネ
チ
ブ

セ
ゲ
ョ
ジ
バ
ミ
バ
ヨ
テ
モ
キ
カ

バ
ア

ジ
ア
チ
シ
シ
ジ
カ
ヒ
タ
ハ
シ
ア
ネ
リ
タ

ン
ジ
ウ
ロ
キ
キ
シ
ロ
ロ
カ
テ
ニ
ク
カ
チ
キ
ラ

モ
ス
ョ
シ
サ
サ
ト
グ
グ
ア
ダ
マ
リ
ア
バ
ハ
ヒ

チ
オ
チ
ン
ラ
ラ
マ
ジ
マ
メ
オ
シ
イ
ナ
マ
オ
ソ

イ
ア
キ
モ
ム
ム
ヤ
ス
ッ
ヒ
ア
サ
ダ
ス
ク
オ
ホ

チョウ目

○

○
○
○

シジミチョウ科

○
○
○
○
○
○
○

マダラチョウ科

タテハチョウ科 ○

○

マダラガ科

トンボ科トンボ目

○
○
○
○

ミツバチ科

ハキリバチ科

ハナアブ科

ハチ目

ハエ目

考察：スジグロカバマダラ，アオタテハモドキは南方からの偶産種で，スナアカネは中国大

陸からの偶産種と思われる。

県下におけるこれまでのスナアカネの記録は

（1）揖宿郡山川町1992.10.61も採集,藤本良一氏採集（未発表）

（2）トカラ列島宝島1993.10.201旱採集,黒江修一氏採集（投稿中）

であり，今回の記録は県下3カ所目の記録となる。今回は10月26日に写真撮影のあと1

も2旱を採集し，他にも1名を目撃している。翌日の27日にも再調査を行ったが，あい

にく曇天で気温も上がらず，1頭も目撃することができなかった。
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アリ類

AntfaunaofKaimon-dake,SatsumaPeninsula,southernKyushu

BySeikiYamane

山根正気

I.はじめに

薩摩半島の南端に位置する開聞岳は，約4,000年まえに始まった火山活動によって形成され，

活動は1,100年前頃までみられた（鹿児島地学会,1991)。そのため現在みられる生物相は比較

的新しいものと考えられる。この山でどのようなアリの種が移住と定着に成功してきたかは興

味深い問題であるが，これまで開聞岳のアリについてはほとんど知見がない。鹿児島県本土の

アリについて1980年代初頭までの記録を網羅した寺山(1983)にも開聞岳という地名はでてこ

ない。今回，1993年10月26,27両日に実施された調査でえられた標本と鹿児島大学理学部所蔵

の標本を同定した結果，計20種が確認できた。以下に，種のリストをかかげ，開聞岳のアリ相

について若干の考察を行いたい。

Ⅱ、採集品リスト

採集地のうち標高でしめしたものは，登山道にそった場所である。また，山頂は標高約920m

である。採集者は以下のように省略した。西園祐作(YN),渡邊啓文(HW),山根正気(S

KY)。早は女王を,Wは働きアリをあらわす。

Ponerinaeハリアリ亜科

1.B7acﾉlOlpO7Zeｱ､αcﾉzme"sisEmeryオオハリアリ

3w,海岸近くのクロマツ林,27xl993(SKY)

2.Po"e7､asca〃αWheelerテラニシハリアリ

1w,315m,26xl993(SKY)

3．PO7Ze7､αsp.7マナコハリアリ

2w,海岸近くの照葉樹林,27xl993(SKY)

4.H)lpOpo"e7､asα伽e7､j(Forel)ニセハリアリ

1w,海岸近くのクロマツ林;2w,海岸近くの照葉樹林,27xl993(SKY)

Myrmicinaeフタフシアリ亜科

5.Ap加e"ogczste『んme"Cq(Fr.Smith)アシナガアリ

1w,800m,6v1990(SKY);1w,山頂,26vil1990(HW);2w,山頂林内,26xl993

(SKY);2w,山頂岩場,26xl993(SKY)
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6.Ap/'qe7zogqSte7､smOﾉt"es〃apo"jcq(Forel)ヤマトアシナガアリ

1w,山頂,26vill990(HW)

7．PIIeidole7zocIIJsFr.Smithオオズアリ

5w,海岸近くの照葉樹林,27xl993(SKY);3w,340m,11vil989(YN)

8．Tｾかamo7､jZ"7IcqeSpitum(Linnaeus)トビイロシワアリ

6w,山頂,6vl990(SKY);3w,山頂,26vinl990(HW);山頂岩場,26xl993(SKY)

9．晩かα"IOγ"γD"jPpo"e"seWheelerキイロシワアリ

1w,500m,6vl993(SKY)

10.SOle7ZOpSiSjapo"icqWheelerトフシアリ

2w,海岸近くのクロマツ林,27xl993(SKY)

11.Vo"e刀加ujqsp.6タテナシウメマツアリ

1w,山頂,26viiil990(HW)

12.C7､emqtogqste7､osahe"sisForelキイロシリアゲアリ

4w,220m,26xl993(SKY);5w,315m,26xl993(SKY)

13.S"Umjge7'Oﾉssp.ウロコアリの1種

1w,海岸近くのクロマツ林,27xl993(SKY)

日本産ウロコアリ属には女王アリでのみ区別できる3つの近縁種があり，鹿児島県本土から

はそのうち2種が知られている（山根ほか，1994)。今回の採集品には働きアリしか含まれて

おらず,種を特定できなかった。

14．乃jcIzoscopqmem〃α"旅『α(Emery)トカラウロコアリ

1w,220m,26xl993(SKY)

Formicinaeヤマアリ亜科

15.P〃αかec/zmα〃αujpes(Fr.Smith)アメイロアリ

1w,海岸近くのクロマツ林,27xl993(SKY);1旱5w,海岸近くの照葉樹林,27xl993

(SKY);2w,220m,26xl993(SKY);1旱1w,315m,26xl993(SKY);4w,340m,11vi

1989(YN);1w,700m,1989(YN);1w,山頂,11vil989(YN);1w,山頂,6vl993

(SKY);1w,山頂林内,26xl993(SKY);1w,山頂岩場,26xl993(SKY)

16.LqsjzJstqlpqWilsonヒメキイロケアリ

8w,海岸近くのクロマツ林,27xl993(SKY)

17.Fb『"Cqsp.5ハヤシクロヤマアリ

1w,340m,11vil989(YN);1w,500m,6vl990(SKY);1w,山頂,11vil989(YN);

3w,山頂,6vl990(SKY);1w,山頂,26vill990(HW)

18.Cqmpo7zoMsﾉqpo7ziczJsMayrクロオオアリ

1w,山頂,6vl990(SKY)

19．Ca"lpo7zotIJs(ieuestiuIJsWheelerアメイロオオアリ

1早3w,海岸近くの照葉樹林,27xl993(SKY)
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林内の倒木に営巣していたものを採集。

20．CczmpoJzotIJs"IJsj"e7zsjsSantschiミカドオオアリ

1w,500m,6xl993(SKY)

Ⅲ．考察

開聞岳におけるアリの調査はごく限られた場所でしか行われておらず，しかも回数も少ない。

したがって，現時点でアリ相の特徴についてのくることは困難である。しかし，以下の点は指

摘しておきたい。まず,鹿児島県本土から報告されている100種（山根ほか，1994）のうち，わ

ずか20種しか見つかっていないことがあげられる。数回の調査による種数としては多い方とは

いえない。今後まだ相当の種が追加される可能性はあるが,現時点では桜島の約35種（原田・

山根,準備中）にさえ及ばない。アリはかなりの移動能力をもった昆虫であり，最後の噴火が

起こってからの約1,100年という期間は大多数のアリの移住にとって充分な長さであったと思

われる。また，定量的なデータは欠くが,種数のみでなく個体数もあまり多くない。アリの少

なさの理由の一つとして土壌が充分に発達していないことが考えられるが，この点については

今後土質との関係をくわしく調べる必要がある。

上のことと関連するが,屋久島をはじめとする大隅諸島の島々に普通に見られ，薩摩半島の

大浦町や平川周辺でもけっして少なくないアギトアリ(OcIo7ztomqc加S77ZO伽jcolqEmery)

(寺山・山根，1984；山根ほか，1994）が分布しないことは興味深い。本種は森林性で土中に

営巣するが，かならずしも原生林でなければ住めないわけではなく，大浦町などでは人為的環

境でも見られる。また，屋久島では平地から標高1,000m近くまで広い範囲に生息している。

したがって，開聞岳でも全域に生息してもおかしくない。ただ，大隅半島ではまったく見つかっ

ていなく，また薩摩半島でも分布域は限定されるので，移動性は意外と小さいのかもしれない。

さらに，開聞岳やその周辺の土壌条件が本種の生息に適さない可能性もある。

ハリアリ亜科のアリは全体で4種採集されたが，そのうちの3種が海岸近くのみでえられた。

登山道ぞいではテラニシハリアリ1種のみが,標高315m地点でえられた。この数字は，紫尾

山や冠岳などのそれとくらべると，いちじるしく低い。

アシナガアリ属は予想された2種が山頂付近で採集された。しかし，県内では平地や低山地

でもふつうに見られるアシナガアリは，標高800mより下ではまったく見られなかった。県北

の紫尾山では標高1,000m付近で出現するシワクシケアリMW､"cα虎oto""Forelは，開聞

岳には生息しない可能性がつよい。

標高約920mの山頂には，イヌツゲ，クロバイ，アオキ，ヒサカキ，ヒメユズリハなどからな

る低木林が成立している（大野，1992)。土壌も比較的よく発達しており，湿り気もあるので

一見アリの生息に適しているように見える。しかし，ここの土壌サンプルからはアシナガアリ

とアメイロアリの2種がえられたにすぎない。一方，山頂の岩場からはトビイロシワアリ，ハ

ヤシクロヤマアリ，クロオオアリといった平地において裸地から疎林に生息するアリが多く見

られた。このほかに山頂でえられたヤマトアシナガアリ，タテナシウメマツアリも平地あるい

は標高500m<らいまでで見ることのできるアリであり，結局開聞岳からは高標高に固有なア
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リは1種も採れていないことになる。

このように，開聞岳は何らかの理由でアリ相が県内のほかの場所にくらべて貧弱であり，海

岸近くの林をのぞくとその傾向はいっそう顕著となる。また，標高が900m以上あるにしては，

山地性の種が少ないのも特徴的である。

引用文献

原田豊・山根正気（投稿中）桜島溶岩地帯のアリ相．昆虫と自然．

大野照好．1992．鹿児島の植物.228pp.春苑堂出版，鹿児島．

鹿児島県地学会（編)．1991．鹿児島県の地学ガイド（上).183pp.コロナ社，東京．

寺山守．1983．鹿児島県本土のアリ相．神奈川虫報，69:13-24．

寺山守・山根正気．1984．屋久島のアリー垂直分布を中心にして－．屋久島原生自然環境

保全地域調査報告書,pp.643-667.環境庁自然保護局．

山根正気・津田清・原田豊．1994．鹿児島県本土のアリ．180pp.,5pls.西日本新聞社，

福岡．
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鳥類

鮫島正道

開聞岳は薩摩半島南東部に位置し，海抜922mの別名「薩摩富士」ともいわれる美しい円錐

形をした休火山である。開聞岳の中腹以下はゴルフ場や民間所有地になっていて，植林がなさ

れているが，中腹以上は天然林が残っている。

開聞岳の鳥類相について，周年を通した調査はない。1994．1．12に開聞岳登山口から山頂部

までの間，約4kmをロードセンサス法による調査，六合目あたりの林内で1時間の定位観察

法による調査を行った。今回の調査の時期，回数だけでは不十分であるが，冬季の開聞岳にお

ける鳥類の概要を述べてみたい。

調査時に出現した種は

ワシタカ目FALCONIFORMES

ワシタカ科ACCIPITRIDAE

トビMiJUIJsmig7､α"s伽eα伽s(J.E.Gray)

キツツキ目PICIFORMES

キツツキ科PICIDAE

キュウシュウコゲラDe"〃ocopos"z"""zIJ"(Temminck)

スズメ目PASSERIFORMES

セキレイ科MOTACII｣I｣IDAE

ビンズイA加加sIIo(Esomﾉzo"so"ZRichmond

ヒヨドリ科PYCNONOTIDAE

ヒヨドリH)Ipsjpetescmzqz"-o施αmqI"･otis(Temminck)

モズ科LANIIDAE

モズLα刀如sb"cep加ZIJsbucep加如sTemminck&Schlegel
ヒタキ科MUSCICAPIDAE

ルリビタキ、"､sjgeγ､Cyα"z"､"sCjﾉα"I"､us(Pallas)

ジョウビタキPﾉZoe"jcI"､usαz"､o7､eIJSQI"､or･eIJs(Pallas)

シロハラT〃血spa"jdzJsGmelin

ウグイスCe脱α伽加"eCa航α九s(Temminck&Schlegel)

エナガ科AEGITHAnnAE

キュウシュウエナガAegit加Ioscauaα加s虎加s虹e"siskuroda

シジュウカラ科PARIDAE

シジュウカラPa7､"sm"o7､mmo7･Temminck&Schlegel

メジロ科ZOSTEROPIDAE

メジロZOste7､opsJ叩omcqjtMpo"jc(zTemminck&Schlegel

ホオジロ科EMBERIZIDAE

ホオジロEmbe7､jzqcjodescjopsisBonaparte

ミヤマホオジロmber､jzqelegq"selegq"sTemminck
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クロジEmbe7､jzaUaFjqMjsTemminck

カラス科CORVIDAE

ハシブトガラスCo7､u邸s〃zac7､o7､勿刀c肋sjapo"e7zsjsBonaparte

上記の3目11科16種であった。

ロードセンサス法と定位観察法で調査された調査地域の鳥類についての結果を表1，表2に

示した。

開聞岳の調査時期の鳥相は,(1)生物（鳥類）季節phenology(その地方にすみ，あるいは

出現する鳥類の移動や繁殖の季節的な研究）の観点からみると，10種力溜烏で6種が冬鳥であっ

た。(2)鳥類個体群avianpopulation(その地方の鳥類の数量的および生産的な研究）の観点

からみると，ロードセンサス法の表1で,平均優占度はメジロが最も多く40%で,次いでキュウ

シュウエナガ,ヒヨドリとなった。定位観察法の表2で,平均優占度はメジロが最も多く58％

で，次いでヒヨドリ，ハシブトガラスとなった。（3）鳥類群集birdcommunity(その地方の

鳥類の環境や相互関係）について述べるとほとんどが森林鳥類群集であるが，山麓部で一部に

草原鳥類群集的な要素がみられた。

今回の調査で確認した鳥類には天然記念物や，「レッドデータブック」（日本の絶滅のおそれ

のある野生生物）の掲載種などの特殊烏類は含まれていない。

表1ロードセンサス法による確認された調査地域の鳥類

観察時期（'94，1／12）

瓢犀藪~「聿蒟雇舌屋
備考種名

留鳥

留烏

留鳥

留鳥

留鳥

冬鳥

冬鳥

留鳥

冬鳥

留鳥

留鳥

留鳥

冬鳥

留鳥

冬鳥

40.60

12.78

10.53

8．27

5．26

3．76

3．76

3．01

3．01

2．26

2．26

1．50

1．50

0．75

0．75

４
７
４
１
７
５
５
４
４
３
３
２
２
１
１

５
１
１
１

1メジロ

2キュウシュウエナガ

3ヒヨドリ

4ハシブトガラス

5シジュウカラ

6ミヤマホオジロ

7シロハラ

キタ

ス
ロ
イ
ビ

イ
ジ
ラ
ジ
ズ
ウ

グ
ロ
ビ
ゲ
オ
ン
ズ
ヨ

ウ
ク
ト
コ
ホ
ビ
モ
ジ

８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

133個体15種
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表2定位観察法により確認された調査地域の鳥類

観察時期('94,1/12)
種名 備考

総個体数 平均優占度

1メジロ

2ヒヨドリ

3ハシブトガラス

4シジュウカラ

5シロハラ

6ルリビタキ

留鳥

留烏

留鳥

留鳥

冬鳥

冬鳥

、
×
〕
ハ
ｈ
Ｕ

１ 58.06

19.35

6．45

6．45

6．45

3．23

２

2

２
１

6種 31個体

塞ぎ蕊

零零戎守弔
配

可

鍵 蕊

シロハラ シジュウカラ
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地質

溶岩円頂丘

北 南

基底直径約4.5kInの円錐形の美しい成層火山（海抜922

m)で，薩摩富士ともよばれ,古くは遣唐使のころから

現在にいたるまで，海上からの良い目印となってきた。

円錐形の成層火山の山頂部に，溶岩円頂丘をもつ複式

火山である。中腹よりやや上位に見られる南側にゆるく

傾斜した段差は，成層火山と溶岩円頂丘との境であり，

俗に鉢窪という。この部分は旧火山の火口の一部で，こ

の旧火口内にさらに新しい火山の噴火が起こり，現在の

開聞岳が生成した。

山体のうち，鉢窪以下は火山礫・火山灰・スコリアば

かりで,鉢窪以上は硬い輝石安山岩よりなり，まったくかり‐C､，郷淫｣乙人_[二厩､史V』碑ﾉ仁I女山石J、りばり，まつ／こく 開聞岳の姿

構成物質を異にしている。

開聞岳の山麓の地質状況は，山体の北西側～南東側山麓は海と接し，北側～東側山麓では池

田火砕流堆積物からなる台地状に開聞岳起源の溶岩が舌状に広がる。東側山麓の海食崖では，

池田火砕流堆積物とその2次堆積物の上位に開聞岳起源の降下火山砕屑物が堆積している。

1火山活動

開聞岳の火山噴出物は石のように硬く，いわゆる「コラ」と呼ばれている。これをもとにし

て開聞岳の火山活動史を調べることができる。それによると，約4,000年前に活動を開始し，約

1,100年前の平安時代初期に最後の噴火を行い,3,000年余りの間に5回の大きな噴火と十数回

の小規模な噴火を繰り返してきたことが明らかにされている。

◆約4,000年前（縄文時代後期）

かなり激しい水蒸気マグマ爆発で，全体に細粒で硬質な火山灰を噴出し「黄コラ」と俗称

される。この時の噴火は開聞岳噴火史の中でも最も大規模なもので，この噴火によって当時

の人々が壊滅的な打撃を受けたことが推定されている。

◆約3,300年前（縄文時代晩期～弥生時代前期）

主に火山礫・スコリアを噴出し，「灰コラ」といわれる。

◆約2,300年前（弥生時代中期）

多量の火山灰・火山礫・スコリアを噴出し，山体の東側に厚く堆積している。特にスコリ

アの噴出は大規模なもので，厚く降り積もっており，また，これに伴って北側山麓には溶岩

流も出している。火山灰は硬く固結し「暗紫コラ」と俗称される。
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◆約1,500年前（古墳時代）

スコリア・火山礫・火山灰を噴出するもので，火山灰はきわめて硬く固結し「青コラ」と

俗称されている。この時も北側山麓に溶岩流を出している。

◆約1,100年前（平安時代）

平安時代の三代実録には，874年3月29日（貞観16年3月4日）・885年8月29日～9月27

日（仁和元年7月12日～8月11日）の噴火の記録が残されている。

874年3月29日：山頂噴火があり，大音響とともに震動して，火山灰・火山砂などが終日

降下し，3～15cm積もり，爆発にともなう上昇気流と激しい降雨があった。これ

にともなって河川の氾濫が起こったことが記録されている。

885年8月29日～9月27日：8月29日夜，開聞岳の爆発によって夜空には星ひとつ見えな

いほど暗くなり，雨のように砂石がふった。9月27日の噴火は規模が大きく田畑

が埋め尽くされ，人々が大騒ぎしたことが記録きれている。

噴出物は特徴的な赤紫色を帯びた火山礫まじりの火山灰で，きわめて硬く固結し「紫コラ」

と俗称される。

貞観の噴火では，山頂火口付近が破砕され,仁和の噴火では，山頂部の溶岩円頂丘が形成

されたと考えられている。

2火山活動の特色

総噴出量は約5.7k㎡で，火山砕屑物と溶岩の体積比が7

て爆発的であったといわれている。

1であることから，活動はきわめ

3マグマの組成

成層火山体を構成する岩類中のSiO2は51～52%,溶岩円頂丘では54～57%である。岩質

は，かんらん石玄武岩～両輝石安山岩である。

4開聞岳の降下火山砕屑物

火山体を構成するとともに，周辺にも広く分布し，薩摩半島南部から大隅半島中南部の広

い範囲にわたっている。

火山礫，火山灰，スコリアからなり，開聞岳周辺のみならず穎娃町や知覧町にも広く分布

しており，硬く固化し，地元ではコラとよばれ，農耕の一大障害となってきた。コラとはこ

の地方の俗語で，亀の甲羅のように固いもの，あるいは「塊」という意味であり，固くなっ

た土層を示す言葉である。
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